
制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ 表紙

千葉市手話言語の普及及び障害者の
コミュニケーション手段の利用を促進する条例とは ...... P1
【それぞれの障害の特性とコミュニケーション手段など】
聴覚障害のある人 ................................................... P2
視覚障害のある人 ................................................... P3
肢体不自由の人など／知的障害のある人 ..................... P4
発達障害のある人／精神障害のある人 ........................ P5
千葉市が取り組んでいくこと .................................... P6

 ち   ば   し　しゅ  わ　げん ご　　　 ふきゅうおよ　　しょうがいしゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅだん　　   り  よう　　 そくしん　　　　 じょうれい

　　　　　　　　　　　　しょうがい　　とく せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　しゅだん

ちょうかくしょうがい　　　　　　ひと

  し  かくしょうがい　　　　　　 ひと

  し  たい  ふ   じ   ゆう   　ひと     　　　　　 ち  てきしょうがい            　　ひと

はったつしょうがい　　　          ひと　　せいしんしょうがい　            　ひと

 ち   ば   し　　　と　　　　く

目次
もく  じ

せん  よう

おん  せい　　　　　　　　　　 よ　　　　と

　　　　　 　　ぜん たい　　  おん  せい

 よ　　　　あ

専用のアプリで
音声コードを読み取ることで、
ページ全体を音声で
読み上げます。

BAKERY FLOWER

私たちは皆、誰かとかかわりながら生きています。日々さまざまな情報を
受け取り、お互いに伝えあい、暮らしています。

しかし、障害があることで、その「あたりまえ」が難しい人がいます。
このパンフレットでは、さまざまな障害の特性や、支援などについて紹介しています。

一人一人の声かけや、はたらきかけが、伝えあえる社会への一歩です。
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世
の
中
に
は
、障
害
の
あ
る

人
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
営
む
上
で
妨
げ
と
な
る
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。段
差

や
狭
い
通
路
等
の
物
理
的
な

も
の
の
ほ
か
に
、ほ
し
い
情
報

を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
、伝
え

た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
伝
え

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
も

の
も
あ
り
、聴
覚
や
視
覚
に
障

害
の
あ
る
人
な
ど
は
特
に
困

難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い

こ
れ
ら
の
障
害
の
あ
る
人
に
対

し
て
は
、周
囲
の
気
づ
き
が
重
要

で
す
。周
り
に
困
っ
て
い
そ
う
な

人
を
見
か
け
た
ら
、
ま
ず
は「
何

か
お
困
り
で
す
か
」「
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
使

う
と
と
も
に
、
周
り
の
人
の
思

い
や
り
に
よ
っ
て
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
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千葉市手話言語の普及及び障害者の
コミュニケーション手段の利用を促進する条例とは

それぞれの障害の特性とコミュニケーション手段など

手話言語の普及や障害者の
コミュニケーション支援の
施策などを推進する。

市の責務
し             せき    む

しゅ   わ   げん  ご　　　　ふ きゅう    しょうがい しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し  えん

 し  さく　　　　　　　 すい しん

基本理念の理解を深
め、市の施策に協力す
るよう努める。

市民等の役割
し    みん   とう　　　　  やく   わり

  き　 ほん   り   ねん　　　　り   かい  　　 ふか

              し　　　　し　さく　　 きょうりょく

　　　　　　　つと

基本理念の理解を深め、市の施策
に協力するよう努めるとともに、
障害のある人に対し必要かつ合
理的な配慮（P3参照）をする。

事業者の役割
じ   ぎょう しゃ　　　　  やく  わり

  き　 ほん   り  ねん  　　  り  かい 　　 ふか　　　　 し　　　　し  さく

      きょうりょく　　　　　　　　　つと

しょうがい　　　　　　　　ひと　　　たい　　  ひつ よう　          ごう

  り  てき       はい りょ　　　　　  さんしょう

地域共生社会を構築するため、
以下のことを定めます。
●手話言語の理解、普及の促進や、障害者
の円滑なコミュニケーションのための基
本理念
●市の責務、市民等及び事業者の役割を明
らかにし、計画的に施策を推進すること

目的
もく  てき

ち  いききょうせいしゃ かい　  　こう ちく

い   か　　　　　 　　　　　さだ

　　しゅ  わ  げん   ご    　　り  かい　　　ふ きゅう　 　そく しん      　　しょうがい しゃ

　　　　 えん かつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　ほん  り  ねん

　　　し　　　せき  む　     　し  みん とう およ　　　じ ぎょうしゃ　 　やく わり 　　あき

　　　　　　　　　　  　　　けい かく てき　　 　し さく  　　すい しん

基本理念
●手話が独自の文法体系を持つ言語であるという認識の下、
聴覚障害者などが手話言語を身に付け、使う権利を尊重し、
普及を促進し、将来世代へ継承していきます。
●障害の特性に応じたコミュニケーション手段により情報を
取得、理解、選択、意思決定できる環境の整備に努めます。
●障害の特性に応じた手段により情報を発信し、自身の意思
を表明できる環境の整備に努めます。

き   ほん    り   ねん

しゅ   わ        どく  じ        ぶん ぽう たい けい         も        げん  ご                                        にん しき       もと  

ちょうかくしょうがいしゃ　　　　　       しゅ   わ   げん   ご         み          つ             つか       けん  り        そんちょう

  ふ きゅう 　 そく しん            しょうらい  せ  だい       けいしょう

しょうがい      とく せい       おう                                                                     しゅ だん                   じょうほう       

しゅ とく        り  かい      せん たく        い   し  けっ てい                   かんきょう     せい   び        つと

しょうがい      とく せい       おう             しゅ だん                   じょうほう      はっ しん              じ  しん        い   し

　　ひょうめい                  かんきょう      せい   び        つと

情報コミュニケーション条例の要素
多様な障害特性に応じた情報の提供、理解、利用、
発信などのほか環境整備、支援者の確保・育成

た  よう      しょうがい とく せい       おう            じょうほう      ていきょう     り  かい　　り   よう

はっ しん 　　　　　                  かんきょうせい  び         し  えん しゃ       かく  ほ         いく せい

じょうほう                                                                 じょう れい         よう   そ

手話言語条例の要素
独自の文法体系を持つ手話を身
に付け、使用する権利を保障

どく  じ         ぶん ぽう たいけい         も         しゅ  わ　　　　み

        つ                し  よう             けん  り          ほ しょう

しゅ   わ   げん   ご  じょう れい         よう   そ外
見
か
ら
は
気
づ
き
に
く
い
障
害

手
話
だ
け
で
な
く
、筆
談
や
ア
プ
リ
も
有
効

聴覚障害
のある人● 手話 /手話通訳者

手や指、体の動きや表情を使った言語。
手話通訳者を介することで手話を知らな
くても聴覚障害者と会話ができます。

て　　　 ゆび　　からだ 　　うご　　　　　ひょうじょう　   つか　　　　  　げん　ご

しゅ わ   つう やく しゃ 　　かい　　　　　　　　　　　　　しゅ わ　    　し

　　　　　　ちょうかくしょうがいしゃ　 　かい  わ

● 筆談
紙などに文字を書いて伝える方法。
スマホのメモ帳機能も使えます。

かみ　　　　　　　　　も   じ   　　　か　　　　　　つた　　　　　　ほう ほう

　　　　　　　　　　　　　　ちょう き  のう  　　つか

● 口話
くちびるの動きで言葉を読み取ります。

うご　　　　 　こと   ば　　　  よ　　　  と

● 要約筆記 /要約筆記者
音声情報を要約して書く方法。
主に手書きとパソコンがあります。

おん せい じょうほう　　よう やく　　　　　 か         ほう ほう

 おも　　　 て   が　　　

● 補聴器、人工内耳などの機器
聴力を補う機器のほか、音声認識アプリなど。
ちょうりょく　おぎな　 　き  き　　　　　　 　　　おんせい にんしき

しゅ　  わ　　　　 しゅ　　わ　  つう  やく   しゃ

ひつ   だん

こう    わ

よう   やく　ひっ    き　　　　　よう   やく　ひっ    き　　しゃ

ほ   ちょう   き 　　　 　じん　こう　ない　 じ　　　　　　　　　　 　き　　き

ありがとう
力士が賞金を受け取る
時の「手刀」のしぐさ
に由来。手話では 1 回
のみ、左手の甲をたた
き、軽く頭を下げます。

おつかれさま
手首をトントン
とたたくことで
ねぎらいの気持
ちを表現。

よろしくお願いします
鼻の前でこぶしを作って伸ばすように前
方に突き出す「よい」の手話をした後に、
顔の前に片手を立て
てその手を前に下げ
る「お願い」の手話
の組み合わせです。

手 話 に 挑 戦 し て み よ う

千葉市では手話に親しんでいただくために
動画「手話でつながる千葉市」を公開しています。

ち　　ば　　し　 しゅ    わ   げん    ご            ふ　きゅう およ        しょう がい  しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しゅ  だん           り    よう          そく  しん                じょう れい

条例では市・市民等・事業者の責務や役割を次のとおり定めています。
じょう  れい　　　　　　　　　し　　　　　　し　　みん   とう　　　　　 じ　  ぎょう　しゃ　　　　　せき     む     　　　  やく　 わり　　　　　つぎ　　　　　　　　　　　　　　　 さだ

ち   ば    し　　　　　　しゅ  わ         した

どう   が　 　しゅ   わ  　　　　　　　　　　　　　ち   ば    し           　こう  かい

しゅ      わ　　         ちょう   せん

障害の有無にかかわらず互いに理解し合い、助け合う地域共生社会の実現へ
しょう がい     　　　う　　 む　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　 たが 　　　　　　　 り　 かい             あ                たす　　  　　あ　　　　　 ち    いき　きょう せい   しゃ   かい　　　　 じつ   げん

声かけのポイント
こえ

● 安心感を与える表情や口調で話しかけること　● 分かりやすい言葉を使うこと
● 障害の特性に応じたコミュニケーション手段を選ぶこと（P2以降参照）

あん しん かん　　　あた　　　　 ひょうじょう　　く ちょう      はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  わ                  　　　　　　こと ば　　　 つか

しょうがい      とくせい　　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゅ だん　　  えら　　　　　　　　　　　　　　  い  こう さんしょう

具体的な方法は次のページ以降で紹介！
ぐ　 たい　てき　　　　ほう　ほう　　　　つぎ　　　　 　　　　　　　　　い   こう　　　 しょう　かい
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りき  し　　　しょうきん　　  　う　　  　と

とき　　　　　　て がたな

　　  ゆ  らい　　　しゅ　わ　　　　　　 　　　かい　

 　　　　　　 ひだり て　　　　こう　

 　　　　 かる　　あたま  　　さ

て  くび

　　　　　　　　　　　　き    も

　　　　ひょうげん

はな　　　まえ　　　　　　　　　　　　つく               の　　　　　　　　　　　　 ぜん

ぽう　　　つ          だ　　　　　　　　　　　　　　しゅ  わ　　　　　　　　あと

かお　　　まえ　　　かた  て　　　　た

　　　　　　　　て　 　　まえ　　　さ

　　　　　　　ねが　　　　　　　　しゅ  わ

　　　く　　　　あ

ねが

こんな支援や思いやりが助かります
●音声だけで流れている情報があるときは、筆談やメモ帳ア
プリなどで状況を説明すると安心です。車のクラクション
や災害時の放送も同様のサポートが必要です。
●話しかけるときは、相手から口元や表情が見えるよう、正
面から声をかけましょう。
●補聴器をつけている人には、大声で話すのは避けましょう。

10 分の
遅れです

ふん

おく○
○
駅

1番線10分遅れています

え
き

し　 えん　　　　おも　　　　　　　　　　　　　たす

おん せい　　　　　　　  なが　　　　　　　　　 じょうほう　　　　　　　　　　　　　　　　  ひつだん　　　　　　　 ちょう

　　　　　　　　　　　  じょうきょう    せつ めい　　　　　　　 あん しん　　　　　　　くるま

　　 さい がい　じ　　　 ほう そう       どう  よう　　 　　　　　　　　　　　　ひつ よう

はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あい  て              くちもと　　 ひょうじょう　　 み              　　　　　　　しょう

めん　　　　　こえ

  ほ ちょうき　　　　　　　　　　　　　　　 ひと　　　　　    おお ごえ　　　はな　　　　　　　　 さ

千葉市　手話動画 検索
けん  さくち   ば    し　　　 しゅ  わ  どう  が

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

しょう がい　　　　とく  せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

しゅ     わ　　　　　どく    じ　　　　　げん    ご

しゅ   わ　　　　　　どく じ        ぶん ぽう たい けい　　　も　　　げん   ご　　　　　　　　  に  ほん  ご　　　　　　　　おん せい げん  ご　　　 つか　　　ひと　　　　　こえ　　　おお　　　　　　　　く ちょう　　　　　　　ふく

　　 ひょうげん　　　　　　　　　　　　   　 しゅ  わ げん  ご　　　　て　　　かたち　　　い　　ち　　　うご　　　　　　　　　　　　　　　　　かお　　ひょうじょう　　つか　　　　　ゆた　　　　　ひょうげん 　　　こと   ば　　　 つた   

                   しゅ   わ　　　 つか　　　ひと　　　 　　　　　　　　　しゅ  わ　　　　　　 ぼ    ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そく めん         も

手話は独自の言語です
手話は、独自の文法体系を持つ言語です。日本語などの音声言語を使う人が、声の大きさや口調なども含め
て表現するように、手話言語も手の形や位置、動きのスピードや顔の表情も使い、豊かな表現で言葉を伝え
ます。手話を使う人にとって、手話は、母語であり、アイデンティティとしての側面も持ちます。
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制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ P1-2

世
の
中
に
は
、障
害
の
あ
る

人
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
営
む
上
で
妨
げ
と
な
る
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。段
差

や
狭
い
通
路
等
の
物
理
的
な

も
の
の
ほ
か
に
、ほ
し
い
情
報

を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
、伝
え

た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
伝
え

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
も

の
も
あ
り
、聴
覚
や
視
覚
に
障

害
の
あ
る
人
な
ど
は
特
に
困

難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い

こ
れ
ら
の
障
害
の
あ
る
人
に
対

し
て
は
、周
囲
の
気
づ
き
が
重
要

で
す
。周
り
に
困
っ
て
い
そ
う
な

人
を
見
か
け
た
ら
、
ま
ず
は「
何

か
お
困
り
で
す
か
」「
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
使

う
と
と
も
に
、
周
り
の
人
の
思

い
や
り
に
よ
っ
て
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
障
害
」と
は
？
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千葉市手話言語の普及及び障害者の
コミュニケーション手段の利用を促進する条例とは

それぞれの障害の特性とコミュニケーション手段など

手話言語の普及や障害者の
コミュニケーション支援の
施策などを推進する。

市の責務
し             せき    む

しゅ   わ   げん  ご　　　　ふ きゅう    しょうがい しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し  えん

 し  さく　　　　　　　 すい しん

基本理念の理解を深
め、市の施策に協力す
るよう努める。

市民等の役割
し    みん   とう　　　　  やく   わり

  き　 ほん   り   ねん　　　　り   かい  　　 ふか

              し　　　　し　さく　　 きょうりょく

　　　　　　　つと

基本理念の理解を深め、市の施策
に協力するよう努めるとともに、
障害のある人に対し必要かつ合
理的な配慮（P3参照）をする。

事業者の役割
じ   ぎょう しゃ　　　　  やく  わり

  き　 ほん   り  ねん  　　  り  かい 　　 ふか　　　　 し　　　　し  さく

      きょうりょく　　　　　　　　　つと

しょうがい　　　　　　　　ひと　　　たい　　  ひつ よう　          ごう

  り  てき       はい りょ　　　　　  さんしょう

地域共生社会を構築するため、
以下のことを定めます。
●手話言語の理解、普及の促進や、障害者
の円滑なコミュニケーションのための基
本理念
●市の責務、市民等及び事業者の役割を明
らかにし、計画的に施策を推進すること

目的
もく  てき

ち  いききょうせいしゃ かい　  　こう ちく

い   か　　　　　 　　　　　さだ

　　しゅ  わ  げん   ご    　　り  かい　　　ふ きゅう　 　そく しん      　　しょうがい しゃ

　　　　 えん かつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　ほん  り  ねん

　　　し　　　せき  む　     　し  みん とう およ　　　じ ぎょうしゃ　 　やく わり 　　あき

　　　　　　　　　　  　　　けい かく てき　　 　し さく  　　すい しん

基本理念
●手話が独自の文法体系を持つ言語であるという認識の下、
聴覚障害者などが手話言語を身に付け、使う権利を尊重し、
普及を促進し、将来世代へ継承していきます。
●障害の特性に応じたコミュニケーション手段により情報を
取得、理解、選択、意思決定できる環境の整備に努めます。
●障害の特性に応じた手段により情報を発信し、自身の意思
を表明できる環境の整備に努めます。

き   ほん    り   ねん

しゅ   わ        どく  じ        ぶん ぽう たい けい         も        げん  ご                                        にん しき       もと  

ちょうかくしょうがいしゃ　　　　　       しゅ   わ   げん   ご         み          つ             つか       けん  り        そんちょう

  ふ きゅう 　 そく しん            しょうらい  せ  だい       けいしょう

しょうがい      とく せい       おう                                                                     しゅ だん                   じょうほう       

しゅ とく        り  かい      せん たく        い   し  けっ てい                   かんきょう     せい   び        つと

しょうがい      とく せい       おう             しゅ だん                   じょうほう      はっ しん              じ  しん        い   し

　　ひょうめい                  かんきょう      せい   び        つと

情報コミュニケーション条例の要素
多様な障害特性に応じた情報の提供、理解、利用、
発信などのほか環境整備、支援者の確保・育成

た  よう      しょうがい とく せい       おう            じょうほう      ていきょう     り  かい　　り   よう

はっ しん 　　　　　                  かんきょうせい  び         し  えん しゃ       かく  ほ         いく せい

じょうほう                                                                 じょう れい         よう   そ

手話言語条例の要素
独自の文法体系を持つ手話を身
に付け、使用する権利を保障

どく  じ         ぶん ぽう たいけい         も         しゅ  わ　　　　み

        つ                し  よう             けん  り          ほ しょう

しゅ   わ   げん   ご  じょう れい         よう   そ外
見
か
ら
は
気
づ
き
に
く
い
障
害

手
話
だ
け
で
な
く
、筆
談
や
ア
プ
リ
も
有
効

聴覚障害
のある人● 手話 /手話通訳者

手や指、体の動きや表情を使った言語。
手話通訳者を介することで手話を知らな
くても聴覚障害者と会話ができます。

て　　　 ゆび　　からだ 　　うご　　　　　ひょうじょう　   つか　　　　  　げん　ご

しゅ わ   つう やく しゃ 　　かい　　　　　　　　　　　　　しゅ わ　    　し

　　　　　　ちょうかくしょうがいしゃ　 　かい  わ

● 筆談
紙などに文字を書いて伝える方法。
スマホのメモ帳機能も使えます。

かみ　　　　　　　　　も   じ   　　　か　　　　　　つた　　　　　　ほう ほう

　　　　　　　　　　　　　　ちょう き  のう  　　つか

● 口話
くちびるの動きで言葉を読み取ります。

うご　　　　 　こと   ば　　　  よ　　　  と

● 要約筆記 /要約筆記者
音声情報を要約して書く方法。
主に手書きとパソコンがあります。

おん せい じょうほう　　よう やく　　　　　 か         ほう ほう

 おも　　　 て   が　　　

● 補聴器、人工内耳などの機器
聴力を補う機器のほか、音声認識アプリなど。
ちょうりょく　おぎな　 　き  き　　　　　　 　　　おんせい にんしき

しゅ　  わ　　　　 しゅ　　わ　  つう  やく   しゃ

ひつ   だん

こう    わ

よう   やく　ひっ    き　　　　　よう   やく　ひっ    き　　しゃ

ほ   ちょう   き 　　　 　じん　こう　ない　 じ　　　　　　　　　　 　き　　き

ありがとう
力士が賞金を受け取る
時の「手刀」のしぐさ
に由来。手話では 1 回
のみ、左手の甲をたた
き、軽く頭を下げます。

おつかれさま
手首をトントン
とたたくことで
ねぎらいの気持
ちを表現。

よろしくお願いします
鼻の前でこぶしを作って伸ばすように前
方に突き出す「よい」の手話をした後に、
顔の前に片手を立て
てその手を前に下げ
る「お願い」の手話
の組み合わせです。

手 話 に 挑 戦 し て み よ う

千葉市では手話に親しんでいただくために
動画「手話でつながる千葉市」を公開しています。

ち　　ば　　し　 しゅ    わ   げん    ご            ふ　きゅう およ        しょう がい  しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しゅ  だん           り    よう          そく  しん                じょう れい

条例では市・市民等・事業者の責務や役割を次のとおり定めています。
じょう  れい　　　　　　　　　し　　　　　　し　　みん   とう　　　　　 じ　  ぎょう　しゃ　　　　　せき     む     　　　  やく　 わり　　　　　つぎ　　　　　　　　　　　　　　　 さだ

ち   ば    し　　　　　　しゅ  わ         した

どう   が　 　しゅ   わ  　　　　　　　　　　　　　ち   ば    し           　こう  かい

しゅ      わ　　         ちょう   せん

障害の有無にかかわらず互いに理解し合い、助け合う地域共生社会の実現へ
しょう がい     　　　う　　 む　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　 たが 　　　　　　　 り　 かい             あ                たす　　  　　あ　　　　　 ち    いき　きょう せい   しゃ   かい　　　　 じつ   げん

声かけのポイント
こえ

● 安心感を与える表情や口調で話しかけること　● 分かりやすい言葉を使うこと
● 障害の特性に応じたコミュニケーション手段を選ぶこと（P2以降参照）

あん しん かん　　　あた　　　　 ひょうじょう　　く ちょう      はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  わ                  　　　　　　こと ば　　　 つか

しょうがい      とくせい　　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゅ だん　　  えら　　　　　　　　　　　　　　  い  こう さんしょう

具体的な方法は次のページ以降で紹介！
ぐ　 たい　てき　　　　ほう　ほう　　　　つぎ　　　　 　　　　　　　　　い   こう　　　 しょう　かい

ちょうかくしょうがい
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外
見
で
は
障
害
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
多

く
、音
声
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
周
囲
か
ら
分
か
ら
な
い

な
ど
、情
報
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

ま
た
、
聴
覚
障
害
者
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
耳
が
き
こ
え
な
い

人
や
、
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因
で
、
人
生
の
途
中
で
聴
覚
に
障
害

を
負
っ
た
中
途
失
聴
者
、
き
こ
え
に
く
い
難
聴
者
が
い
る
な

ど
、状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。手
話
を
使
わ
ず
、要
約
筆
記
や
筆

談
の
ほ
か
、
補
聴
器
や
人
工
内
耳
な
ど
の
機
器
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
人
も
い
ま
す
。

き
こ
え
な
く
な
っ
た
時
期
や
程
度
、
本
人
の
選
択
に
よ
っ

て
、
使
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
異
な
り
ま
す
。

周
り
で
困
っ
て
い
そ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら
、ま
ず
は
正
面
か

ら
話
し
か
け
、そ
の
人
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
を
使
っ
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
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こんな支援や思いやりが助かります
●音声だけで流れている情報があるときは、筆談やメモ帳ア
プリなどで状況を説明すると安心です。車のクラクション
や災害時の放送も同様のサポートが必要です。
●話しかけるときは、相手から口元や表情が見えるよう、正
面から声をかけましょう。
●補聴器をつけている人には、大声で話すのは避けましょう。

10 分の
遅れです

ふん

おく○
○
駅

1番線10分遅れています

え
き

し　 えん　　　　おも　　　　　　　　　　　　　たす

おん せい　　　　　　　  なが　　　　　　　　　 じょうほう　　　　　　　　　　　　　　　　  ひつだん　　　　　　　 ちょう

　　　　　　　　　　　  じょうきょう    せつ めい　　　　　　　 あん しん　　　　　　　くるま

　　 さい がい　じ　　　 ほう そう       どう  よう　　 　　　　　　　　　　　　ひつ よう

はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あい  て              くちもと　　 ひょうじょう　　 み              　　　　　　　しょう

めん　　　　　こえ

  ほ ちょうき　　　　　　　　　　　　　　　 ひと　　　　　    おお ごえ　　　はな　　　　　　　　 さ

千葉市　手話動画 検索
けん  さくち   ば    し　　　 しゅ  わ  どう  が

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

しょう がい　　　　とく  せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

しゅ     わ　　　　　どく    じ　　　　　げん    ご

しゅ   わ　　　　　　どく じ        ぶん ぽう たい けい　　　も　　　げん   ご　　　　　　　　  に  ほん  ご　　　　　　　　おん せい げん  ご　　　 つか　　　ひと　　　　　こえ　　　おお　　　　　　　　く ちょう　　　　　　　ふく

　　 ひょうげん　　　　　　　　　　　　   　 しゅ  わ げん  ご　　　　て　　　かたち　　　い　　ち　　　うご　　　　　　　　　　　　　　　　　かお　　ひょうじょう　　つか　　　　　ゆた　　　　　ひょうげん 　　　こと   ば　　　 つた   

                   しゅ   わ　　　 つか　　　ひと　　　 　　　　　　　　　しゅ  わ　　　　　　 ぼ    ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そく めん         も

手話は独自の言語です
手話は、独自の文法体系を持つ言語です。日本語などの音声言語を使う人が、声の大きさや口調なども含め
て表現するように、手話言語も手の形や位置、動きのスピードや顔の表情も使い、豊かな表現で言葉を伝え
ます。手話を使う人にとって、手話は、母語であり、アイデンティティとしての側面も持ちます。
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視
覚
の
障
害
は
、「
全
く
見
え
な
い
」「
ぼ
や
け
て
見
え
る
」「
見
え

る
範
囲
が
狭
い
」「
特
定
の
色
が
見
に
く
い
」な
ど
様
々
で
す
。ひ
と

り
で
は
日
常
的
な
読
み
書
き
や
外
出
な
ど
が
難
し
い
人
が
多
く
、

情
報
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
周
囲
の
状
況
が
分
か
ら
ず
自
分
か
ら

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。白
い
杖
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、盲
導
犬
を
連
れ
て
い
た
り
、色
つ

き
の
遮
光
眼
鏡
や
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。主
に
音
声
や
手
、
白
杖
、
足
の
裏
な
ど
で
触
れ
た
感
触
な
ど
か

ら
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
飲
食
店
の
注
文
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
視
覚
障
害
の
人

に
は
逆
に
不
便
と
な
る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。障
害
の
特
性
に

合
わ
せ
た
思
い
や
り
が
重
要
で
す
。

音
や
手
の
感
触
な
ど
か
ら
情
報
を
伝
え
る

視覚障害
のある人

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

●音訳・読み上げなど
書かれた文字を音声に変換すること。画面上の
テキストを読み上げるアプリなどがあります。

●点字
指で触れて読む、6つの点の組み合わせで
表す文字。

●拡大文字
弱視の人が読みやすいように、文字を大
きく表記すること。

●音声コード
コードをスマホなどで読み取ることによ
り、文字情報を音声で読み上げる機能。

●手のひら書き
盲ろう者の手のひらに指で文字を書いて言葉を伝えます。

●触手話
話し相手の手話を手で触って読み取る方法です。

●指点字
盲ろう者の両手に話し相手が手を重ね、6本の指を点
字の6つの点に見立ててたたき、会話する方法です。

周
囲
の
物
理
的
な「
バ
リ
ア
」に

注
目
し
て
サ
ポ
ー
ト

肢体
不自由の
人など

●代筆・代読
手紙や書類を本人に代わって書いたり文
字を読み上げること。

●信号やエスカレーターなどで音声案内がない時は、「あっ
ち」「こっち」などの指示語は避け「青になりましたよ」「右
が上りですよ」といった言葉をかけましょう。目的地や方
向を示す際には、「2時の方向にイスがあります」のように、
時計の文字盤に見立てて伝える方法もあります。
●困っていそうだからと、突然、体に触ると驚かせてしまう
ので、まずは正面から優しく声をかけましょう。
●案内や誘導の際には、ひじや肩を持ってもらうと安心です。
「右に曲がります」「前に人がいるので止まります」など、
前もって状況を伝えながら歩きましょう。

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

視覚と聴覚の両方に障害のある「盲ろう者」
視覚と聴覚の両方に障害のある「盲ろう者」と呼ばれる人もいます。障害の特性によって見
え方や聞こえ方は人それぞれなので、その人に合わせたコミュニケーション支援が必要です。
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し  かく しょうがい

                 ひと

「合理的配慮」とは
役所や民間事業者（個人事業
主やボランティア活動グルー
プなども含む）が、障害のあ
る人から、社会の中のバリア
（障壁）をなくしてほしいと求
められた場合に、負担が重す
ぎない範囲で対応することで
す。このパンフレットで紹介
したように、設備を整えるこ
とや、思いやりなどが合理的
配慮につながります。

赤
信
号
な
の
で

止
ま
り
ま
す

あ
か
し
ん
ご
う

 

と

制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ P3-4

傷
病
な
ど
に
よ
り
、
体
に
ま
ひ
や
不
随

意
運
動
（
意
思
と
関
係
な
く
体
が
動
い
て

し
ま
う
こ
と
）な
ど
が
あ
っ
た
り
、
指
や
手

に
障
害
が
あ
り
細
か
い
作
業
が
難
し
い
な

ど
、
会
話
や
筆
記
が
困
難
な
人
や
時
間
が

か
か
る
人
が
い
ま
す
。ま
た
、
喉
や
口
な
ど

に
障
害
が
あ
り
、
発
声
や
会
話
が
困
難
な

人
も
い
ま
す
。障
害
の
あ
る
部
位
や
そ
の
程

度
に
よ
り
、必
要
な
支
援
や
配
慮
の
内
容
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、相
手
が
ど
の
よ
う
な

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
、丁
寧
に
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●話しかける時には見おろさないよう相手と同じ目線の高さ
にし、ゆっくりと話しましょう。
●必要に応じて「はい」「いいえ」やうなずきなどの、少な
い言葉や動作で答えられるような工夫をしましょう。目や
口の動きなどで文字を入力することができる福祉用具（意
思伝達装置など）を使う人もいます。
●脳性まひなどにより、発語や筆談でのコミュニケーションが難
しい人もいます。その場合は、イラストを指さして意思を伝え
る「コミュニケーション支援ボード」の活用も検討しましょう。

●重度心身障害者用意思伝達装置
障害により会話によるコミュニケーションが
困難な場合に、ボタン操作や視線の動きなど
で意思を伝えることができる装置があります。

●コミュニケーション支援ボード
絵や簡単な文字がかかれたボードを指さすこ
とで、コミュニケーションが苦手な人でも意
思を伝えられるツールです。
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じゅう   ど    しん  しん  しょう  がい  しゃ   よう     い     し    でん   たつ  そう    ち

し    えん

しょうがい　　　　　　　 かい  わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 こん なん　　　 ば  あい　 　　　　　　　　　　　 そう  さ　　　　し  せん　　　うご　　　

　 　　 い   し　　　 つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そう  ち

  え　　　　かん たん　　　 も   じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆび   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にが   て　　　 ひと　　　　　 い

　し　　　 つた

はな　　　　　　　　　　とき　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　あい て　　　　おな　　　 め  せん　　　たか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな

ひつ よう　　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すく

　　　こと  ば　　　　どう  さ　　　　こた　　　　　　　　　　　　　　　　　　く  ふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

くち　　　うご　　　　　　　　　　　も   じ　　　にゅうりょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふく   し   よう   ぐ            い

  し    でん   たつ   そう   ち　　　　　　　　　　　つか  　　ひと

のう せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はつ  ご　　　ひつ だん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        むずか

　 　　　　ひと  　　　　　　　　　　　　　　　　　ば あい　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆび　　　　　　　　い　　し　　　　つた　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   えん　　　　　　　　　　　　かつ よう　　　けん とう

知的障害
のある人

複
雑
な
説
明
は
避
け
、

視
覚
か
ら
も
伝
え
る

●やさしい日本語
簡単な言葉を使い、文章の長さに配慮した分かり
やすい日本語を使うことが重要です。文章はなる
べく短くする、はっきりと簡潔に伝える、ゆっく
りと話す、ふりがなを振るなどがポイントです。

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

ふ
く  

ざ
つ
　
　
　 せ
つ 

め
い
　
　
　   

さ

し   

か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
た

ち    てき しょうがい

　　　　　　　 ひと知
的
障
害
と
は
、
お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
発

達
期
に
知
的
機
能
の
障
害
が
み
ら
れ
、日
常
生

活
で
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

発
達
の
状
態
に
よ
り
日
常
生
活
の
能
力
や
理

解
力
が
異
な
る
た
め
、一
人
一
人
に
合
わ
せ
た

支
援
が
必
要
で
す
。知
的
障
害
の
あ
る
人
は
、

複
雑
な
物
事
や
抽
象
的
な
概
念
の
理
解
が
苦

手
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
や
、
漢
字
の
読
み
書
き
、
計

算
が
不
得
意
な
人
も
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
合

わ
せ
た
配
慮
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●コミュニケーション支援ボード、
　絵カード、写真など
絵や記号、図が描かれたボードやカード、写
真を活用することで、言葉によるコミュニケー
ションが苦手な人とも意思の疎通が図れます。

●話すときは、優しくゆっくりと。難しい言い回しは避け、
簡単な言葉、短い文章で話しましょう。
●業務手順など込み入った説明の際には、音声だけではなく、
文字やイラスト、写真を使って、シンプルな言葉で箇条書き
にするなどの工夫を。シンプルな言葉で箇条書きにすること
で、障害の有無に関わらず誰にとっても理解が深まります。
漢字にはなるべくふりがなを振りましょう。
●知的な発達はゆっくりですが決して子ども扱いはせず、言
葉遣いなど、年齢相応に接しましょう。
●周囲の視線、音などで不安やストレスを感じる時は、静か
な場所で話すなどの環境づくりが重要です。

こんな支援や
思いやりが助かります

　　　　　　　　 し    えん

おも　　　　　　　　　　　　 たす
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視
覚
の
障
害
は
、「
全
く
見
え
な
い
」「
ぼ
や
け
て
見
え
る
」「
見
え

る
範
囲
が
狭
い
」「
特
定
の
色
が
見
に
く
い
」な
ど
様
々
で
す
。ひ
と

り
で
は
日
常
的
な
読
み
書
き
や
外
出
な
ど
が
難
し
い
人
が
多
く
、

情
報
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
周
囲
の
状
況
が
分
か
ら
ず
自
分
か
ら

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。白
い
杖
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、盲
導
犬
を
連
れ
て
い
た
り
、色
つ

き
の
遮
光
眼
鏡
や
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。主
に
音
声
や
手
、
白
杖
、
足
の
裏
な
ど
で
触
れ
た
感
触
な
ど
か

ら
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
飲
食
店
の
注
文
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
視
覚
障
害
の
人

に
は
逆
に
不
便
と
な
る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。障
害
の
特
性
に

合
わ
せ
た
思
い
や
り
が
重
要
で
す
。

音
や
手
の
感
触
な
ど
か
ら
情
報
を
伝
え
る

視覚障害
のある人

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

●音訳・読み上げなど
書かれた文字を音声に変換すること。画面上の
テキストを読み上げるアプリなどがあります。

●点字
指で触れて読む、6つの点の組み合わせで
表す文字。

●拡大文字
弱視の人が読みやすいように、文字を大
きく表記すること。

●音声コード
コードをスマホなどで読み取ることによ
り、文字情報を音声で読み上げる機能。

●手のひら書き
盲ろう者の手のひらに指で文字を書いて言葉を伝えます。

●触手話
話し相手の手話を手で触って読み取る方法です。

●指点字
盲ろう者の両手に話し相手が手を重ね、6本の指を点
字の6つの点に見立ててたたき、会話する方法です。

周
囲
の
物
理
的
な「
バ
リ
ア
」に

注
目
し
て
サ
ポ
ー
ト

肢体
不自由の
人など

●代筆・代読
手紙や書類を本人に代わって書いたり文
字を読み上げること。

●信号やエスカレーターなどで音声案内がない時は、「あっ
ち」「こっち」などの指示語は避け「青になりましたよ」「右
が上りですよ」といった言葉をかけましょう。目的地や方
向を示す際には、「2時の方向にイスがあります」のように、
時計の文字盤に見立てて伝える方法もあります。
●困っていそうだからと、突然、体に触ると驚かせてしまう
ので、まずは正面から優しく声をかけましょう。
●案内や誘導の際には、ひじや肩を持ってもらうと安心です。
「右に曲がります」「前に人がいるので止まります」など、
前もって状況を伝えながら歩きましょう。

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

視覚と聴覚の両方に障害のある「盲ろう者」
視覚と聴覚の両方に障害のある「盲ろう者」と呼ばれる人もいます。障害の特性によって見
え方や聞こえ方は人それぞれなので、その人に合わせたコミュニケーション支援が必要です。

Column

し
ゅ
う  

い
　
　
　
　
　ぶ
つ  

り     

て
き

ち
ゅ
う  

も
く

      し たい

ふ   じ   ゆう

  ひと

お
と
　
　
　
　て
　
　
　
　
　か
ん 

し
ょ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ
ょ
う  

ほ
う 

　
　   

つ
た

し  かく しょうがい

                 ひと

「合理的配慮」とは
役所や民間事業者（個人事業
主やボランティア活動グルー
プなども含む）が、障害のあ
る人から、社会の中のバリア
（障壁）をなくしてほしいと求
められた場合に、負担が重す
ぎない範囲で対応することで
す。このパンフレットで紹介
したように、設備を整えるこ
とや、思いやりなどが合理的
配慮につながります。

赤
信
号
な
の
で

止
ま
り
ま
す

あ
か
し
ん
ご
う

 

と

制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ P3-4

傷
病
な
ど
に
よ
り
、
体
に
ま
ひ
や
不
随

意
運
動
（
意
思
と
関
係
な
く
体
が
動
い
て

し
ま
う
こ
と
）な
ど
が
あ
っ
た
り
、
指
や
手

に
障
害
が
あ
り
細
か
い
作
業
が
難
し
い
な

ど
、
会
話
や
筆
記
が
困
難
な
人
や
時
間
が

か
か
る
人
が
い
ま
す
。ま
た
、
喉
や
口
な
ど

に
障
害
が
あ
り
、
発
声
や
会
話
が
困
難
な

人
も
い
ま
す
。障
害
の
あ
る
部
位
や
そ
の
程

度
に
よ
り
、必
要
な
支
援
や
配
慮
の
内
容
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、相
手
が
ど
の
よ
う
な

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
、丁
寧
に
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●話しかける時には見おろさないよう相手と同じ目線の高さ
にし、ゆっくりと話しましょう。
●必要に応じて「はい」「いいえ」やうなずきなどの、少な
い言葉や動作で答えられるような工夫をしましょう。目や
口の動きなどで文字を入力することができる福祉用具（意
思伝達装置など）を使う人もいます。
●脳性まひなどにより、発語や筆談でのコミュニケーションが難
しい人もいます。その場合は、イラストを指さして意思を伝え
る「コミュニケーション支援ボード」の活用も検討しましょう。

●重度心身障害者用意思伝達装置
障害により会話によるコミュニケーションが
困難な場合に、ボタン操作や視線の動きなど
で意思を伝えることができる装置があります。

●コミュニケーション支援ボード
絵や簡単な文字がかかれたボードを指さすこ
とで、コミュニケーションが苦手な人でも意
思を伝えられるツールです。

こんな支援や
思いやりが助かります
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　あ
　
　
　
　
　
　
　　
　お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ
ゅ
う 

よ
う

し    かく　　　　ちょう  かく　　　　りょう  ほう　　　　しょう  がい　　　　　　　　　　　　 もう　　　　　　　　しゃ

じゅう   ど    しん  しん  しょう  がい  しゃ   よう     い     し    でん   たつ  そう    ち

し    えん

しょうがい　　　　　　　 かい  わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 こん なん　　　 ば  あい　 　　　　　　　　　　　 そう  さ　　　　し  せん　　　うご　　　

　 　　 い   し　　　 つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そう  ち

  え　　　　かん たん　　　 も   じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆび   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にが   て　　　 ひと　　　　　 い

　し　　　 つた

はな　　　　　　　　　　とき　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　あい て　　　　おな　　　 め  せん　　　たか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな

ひつ よう　　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すく

　　　こと  ば　　　　どう  さ　　　　こた　　　　　　　　　　　　　　　　　　く  ふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

くち　　　うご　　　　　　　　　　　も   じ　　　にゅうりょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふく   し   よう   ぐ            い

  し    でん   たつ   そう   ち　　　　　　　　　　　つか  　　ひと

のう せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はつ  ご　　　ひつ だん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        むずか

　 　　　　ひと  　　　　　　　　　　　　　　　　　ば あい　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆび　　　　　　　　い　　し　　　　つた　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   えん　　　　　　　　　　　　かつ よう　　　けん とう

知的障害
のある人

複
雑
な
説
明
は
避
け
、

視
覚
か
ら
も
伝
え
る

●やさしい日本語
簡単な言葉を使い、文章の長さに配慮した分かり
やすい日本語を使うことが重要です。文章はなる
べく短くする、はっきりと簡潔に伝える、ゆっく
りと話す、ふりがなを振るなどがポイントです。

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

ふ
く  

ざ
つ
　
　
　 せ
つ 

め
い
　
　
　   

さ

し   

か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
た

ち    てき しょうがい

　　　　　　　 ひと知
的
障
害
と
は
、
お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
発

達
期
に
知
的
機
能
の
障
害
が
み
ら
れ
、日
常
生

活
で
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

発
達
の
状
態
に
よ
り
日
常
生
活
の
能
力
や
理

解
力
が
異
な
る
た
め
、一
人
一
人
に
合
わ
せ
た

支
援
が
必
要
で
す
。知
的
障
害
の
あ
る
人
は
、

複
雑
な
物
事
や
抽
象
的
な
概
念
の
理
解
が
苦

手
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
や
、
漢
字
の
読
み
書
き
、
計

算
が
不
得
意
な
人
も
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
合

わ
せ
た
配
慮
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●コミュニケーション支援ボード、
　絵カード、写真など
絵や記号、図が描かれたボードやカード、写
真を活用することで、言葉によるコミュニケー
ションが苦手な人とも意思の疎通が図れます。

●話すときは、優しくゆっくりと。難しい言い回しは避け、
簡単な言葉、短い文章で話しましょう。
●業務手順など込み入った説明の際には、音声だけではなく、
文字やイラスト、写真を使って、シンプルな言葉で箇条書き
にするなどの工夫を。シンプルな言葉で箇条書きにすること
で、障害の有無に関わらず誰にとっても理解が深まります。
漢字にはなるべくふりがなを振りましょう。
●知的な発達はゆっくりですが決して子ども扱いはせず、言
葉遣いなど、年齢相応に接しましょう。
●周囲の視線、音などで不安やストレスを感じる時は、静か
な場所で話すなどの環境づくりが重要です。

こんな支援や
思いやりが助かります
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し    えん

え　　　　　　　　　　　　　　しゃ   しん

に     ほん    ご

 え　　　　き   ごう　　　ず　　　　えが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃ

しん　　　かつ よう                                     こと  ば

　　　　　　　　　 にが  て　　　 ひと               い　し　　　　そ  つう　　 はか

かんたん　　　こと  ば　　   つか 　　　　ぶんしょう　　なが　　　　　はい りょ　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 に  ほん  ご　　　つか　　　　　   　　　じゅうよう　　　　　　　ぶんしょう　

　　　　 みじか　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 かん けつ　　　つた

　　　　 はな　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

はな　　　　　　　　　　　　　やさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むずか　　　　　 い　　　 まわ　　　　　　さ

かん たん　　　こと  ば　　　みじか　　ぶんしょう　　はな

ぎょうむ   て じゅん　　　　　こ　　　　い　　　　　　せつ めい　　　さい　　　　　　　 おん せい

も    じ　　　　　　　　　　　　　　　しゃ しん　　 つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと ば　  　　か じょう が

 　　　　　　　　　　　　　　く  ふう　　　　　　　　　　　　　　　　 こと  ば　　　 か じょう が

　　　　しょうがい　　  う    む  　　かか           　　　だれ　 　　　　　　　　　　　　り  かい　　　ふか　　

 かん じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

 ち  てき　　　はったつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けっ　　　　　 こ　　　　　あつか　　　　　　　　　　　　こと

　ば づか　　　　　　　　　　ねん れい そう おう　　　せっ

しゅうい　　　  し  せん  　　おと　　　　　　　　ふ  あん　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　　　とき　　　　　しず

　　　 ば  しょ　　　はな　　　　　　　　　　かんきょう　　　　　　　　　じゅうよう

おん   やく　　　　 よ　　　　　あ

てん    じ

かく   だい    も     じ

か　　　　　　　　も   じ　  　おんせい　 　へん かん　　　　　　　　 　　　が めんじょう

　　　　　　　　　　　よ　 　　あ

ゆび　  　　ふ　　 　　　　よ 　　　　　　　　　　 　てん　　　　く　  　　あ

　あらわ 　　 も    じ

じゃくし　　　 ひと　    　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  も   じ 　　   おお

　　　      ひょう き

おん  せい

だい    ひつ   　　　だい  どく

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　  　 よ　    　　と

　　　　　  も   じ  じょうほう　　おん せい   　　よ　    　あ　          　き  のう

て   がみ 　　 しょ るい　 　　ほん  にん　 　　か　               　　か　　　　　　　　　も 

じ         よ    　　あ

て　　　　　　　　　　　 が

しょく  しゅ    わ

もう　　　　　しゃ　　　て　　　　　　　　　　ゆび　　　 も    じ 　　　か　　　　　　こと ば　　　 つた

はな　　　あい て         しゅ   わ　　　　て　　　 さわ　　　　　　よ          と         ほう ほう

ゆび   てん    じ

もう　　　　　 しゃ       りょう て　　　はな　　 　あい  て　　　　て　　　かさ　　　　　　 ぽん　　　ゆび　　　てん 

 じ　　　　　　　　　　　てん　　　み  た　　　　　　　　　　　　　　　 かい  わ　　　　　　ほう ほう

しん ごう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん せい あん ない　　　　　　　　とき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   じ   ご　　　　さ　　　　　あお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みぎ

　　 のぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もく てき   ち　       ほう

こう　　　しめ　　　さい　　　　　　　　　　じ　　　 ほう こう　　　　

と  けい　　　も    じ  ばん　　　み   た　　　　　　つた　　　　　ほう ほう

こま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   とつ ぜん　　 からだ　　さわ            おどろ

　　　　　　　　　　　 　　 しょうめん　　　　　やさ　　　　　こえ

あん ない　　　ゆう どう　　　さい　　　　　　　　　　　　　 かた        も　　　　　　　　　　　　　　　あん しん

   みぎ　　　 ま　　　　　　　　　　　　　　 まえ　　　ひと　　　　　　　　　　　　　と

まえ　　　　　　　じょうきょう　　つた　　　　　　　　　　ある

し   かく　　 ちょうかく　　 りょうほう　　しょうがい　　　　　　　　　   もう　　　　　しゃ　　　　　　よ　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　　しょうがい　　　とく せい　　　　　　　　　　　み

　　 かた        き　　　　　　かた　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　 あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し  えん　　　ひつ よう

やく しょ　　　みん かん   じ ぎょうしゃ　   　こ   じん   じ ぎょう

ぬし　　　　　　　　　　　　　　　　　 　かつ どう

　　　　　　 　　　　ふく　　　　　　　 　　しょう がい

　　 ひと　　　　　　　　しゃ かい　  　なか

  しょうへき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　もと

　　　　　　　　　　　ば   あい         　　ふ   たん  　　おも

　　　　　　　　はん   い　    　たい おう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しょうかい

　　　　　　　　　　　　　　　せつ　び　　　ととの

　　　　　　　 おも　　　　　　　　　　　　　　　　 ごう  り  てき　

はい  りょ

ごう     り　　てき　　はい　 りょ

こ
ち
ら
を

ご
注
文

で
す
か
？

ち
ゅ
う
も
ん

A3
横

4



制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ P5-6

● 口の動きや表情が分かるよう、マス
クを外して、ゆっくり、はっきり、
正面から話しかけてください。

● 補聴器をつけている人には、大声で
話さないようにしましょう。

● 筆談する際は横書きで短い言葉を
使い、日時は具体的に。敬語は使い
すぎないようにしましょう。

聴覚に障害のある人への
心遣い

障害のある人のコミュニケーション支援について、千葉市として取り組んでいくことを紹介します。
しょうがい　　　　　　　　 ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   えん　　　　　　　　　　　　　　 ち    ば     し　　　　　　　　　 と　      　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう かい

おも　　 　し  みん  　　おお    　　り   よう        　　こう きょうし   せつ                          まど ぐち　　　　　 せっきょくてき 　　 こえ　　　　　　　　みみ 　　　　　　　　　　けいしゅつ

ひつ だん たい おう　　　　　　　　         　　　しょくいん 　　そっ せん　       　　し  えん   　　と　     　く　　　　　　 し  みん      　じ ぎょうしゃ　  　たい       　　しゅう ち　    　けい

はつ   　 おこな

こう  きょう   し    せつ　　　　　　　けい  はつ

こうきょうし  せつ  　　 がっ こう 　　　　　　　　　　　　　　　こう えん  　　こう  ざ　　　　　　　　　　　き ぎょう　　 だん たい 　　　　 　　　　　　　　い  らい   　　もと

けんしゅう　　　　　　　じっ  し  　　　　　　　　　　　　 　　　　し   い  がい　 　 かつ どう しゅ たい  　  けんしゅうかい さい 　　　　　  　　し  えん

まな        き  かい　 　ていきょう 　　つと

まな　       　き   かい    　　てい  きょう

障害の特性に応じたコミュニケーション手段を適切に使用して、市政に関する情報を発信す
るとともに、行政手続きに情報機器などを活用するとき（オンラインでの手続きほか）は、機
器の利用の支援や、代替手段の確保など、障害の特性に配慮した取組みを進めます。

しょうがい 　　とく せい   　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 しゅ だん　　　てき せつ　　　　し  よう　　　　　　　　し　せい　　　かん　       　じょうほう　　 はっしん

　　　　　　　　　　　　　　ぎょうせい  て  つづ　　　　　じょうほう  き   き　　　　　　　　かつ よう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　つづ　　　　　　　　　　　　　   き 

  き　　　　り  よう 　　　し  えん  　  　　　だい たい しゅ だん　　　かく ほ　　　　　　　　しょうがい 　 　とく せい  　　はい りょ　       　 とり  く          　　すす

しょう  がい　　  　とく   せい　  　　おう           　　じょう ほう はっ  しん

くち　       うご        　　　ひょうじょう　    　わ

               はず

しょう めん　         　　はな

  ほ  ちょう き　　　　　                      　　　　　ひと　　           　おお   ごえ 

はな

ひつ  だん　        　　　さい　 　　よこ    が　          　　みじか   　　こと    ば

 つか         　　　にち   じ       　　ぐ    たい   てき     　　　けい   ご      　　つか

ほ ちょう き　　　   し  かく しょうがいしゃ よう かく だい どく しょ  き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し  えん　                    　よう  ぐ  　　きゅう ふ

　　　　　　　　あん ぜん  　　あん しん　　　　　　　　　　でん   わ

  　　　　　　　さい がい   じ  きんきゅうじょうほうはい しん

　　　　　　　　　　　　　さい がい かん れんじょうほう 　　はっ しん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ

さい　がい    じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　し    えん

ちょう  かく　　　　しょう  がい　                   　　ひと

　　　　　　　　　　　　　こころ  づか

ほ  そう   ぐ　　にちじょうせい かつ よう   ぐ　    きゅう ふ

さい がい　  　　ひ  なん       　　　　　じょうほう はい しん

市が実施している主なコミュニケーション支援

公共施設での啓発
主に市民が多く利用する公共施設などで、窓口での積極的な声かけや耳マークの掲出、
筆談対応など、まずは職員が率先して支援に取り組み、市民や事業者に対する周知や啓
発を行います。

学ぶ機会の提供
公共施設や学校などにおける講演や講座、または企業や団体などからの依頼に基づいて、
研修などを実施します。また、市以外の活動主体の研修開催などを支援することによって、
学ぶ機会の提供に努めます。

障害の特性に応じた情報発信

災害時のコミュニケーション支援
災害が発生した際には、障害のある人の生命と安全を守るため、情報を速やかに、
かつ正しく理解できるよう、障害の特性に応じたコミュニケーション手段を使って
発信します。また、様々な人が集まる避難所などにおいても障害者の円滑なコミュ
ニケーションが図られるよう、障害の特性に応じた支援の充実に努めます。

さい がい　　　はっ せい　　　 　　さい             　　しょうがい　            　　ひと  　　せい めい　　　あん ぜん　　　まも　　　　　　 　　　じょうほう　　  すみ

　　　　　ただ  　　　　　り  かい　　　　　　　　　　　　　　　しょうがい　　　とく せい　　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ だん　　　つか

はっ しん　　　　　　　　　　　　　　　　　 さま ざま　　  ひと　  　あつ          　　ひ なん じょ　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうがい  しゃ 　　 えん かつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　はか　　　　　　　　　 　　　　　しょうがい　 　とく せい　　　おう       　　　し　えん　 　じゅうじつ　 　つと

あ
い
ま
い
な
表
現
は
避
け
、具
体
的
か
つ

シ
ン
プ
ル
に
。「
見
え
る
化
」も
有
効

発達障害
のある人

接
し
方
だ
け
で
な
く

環
境
に
も
配
慮
を

精神障害
のある人

発
達
障
害
と
は
、
脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す

る
障
害
で
す
。物
事
の
特
徴
的
な
と
ら
え
方
か

ら
、
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
特
性
が

見
ら
れ
、
得
意
と
不
得
意
の
差
が
大
き
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。周
囲
が
適
切
な
支
援

を
す
る
こ
と
で
、
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
活

躍
し
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。「
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
（
A
S
D
）」「
注
意
欠
如
多
動
性
障
害

（
A
D
H
D
）」「
学
習
障
害（
L
D
）」な
ど
が
あ
り
、

複
数
の
特
性
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
発
達
障
害
の
特
性
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
診
断
基
準
に
満
た
な
い
」、
い
わ
ゆ
る
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
人
た
ち
へ
の
支
援
も
重
要
で

す
。特
性
に
応
じ
た
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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せ
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か
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か
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き
ょ
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は
い   

り
ょ

はっ たつしょうがい

　　　　　　　　ひと

せい しん しょうがい

　　　　　　　　ひと

補装具･日常生活用具の給付
補聴器や視覚障害者用拡大読書器などの
コミュニケーション支援のための用具を給付

災害や避難などの情報配信サービス
「ちばし安全・安心メール」「電話･FAX
による災害時緊急情報配信サービス」
などにより、災害関連情報を発信
サービスについて詳しくは、

し  えん しゃ　　　は  けん　　いく せい

コミュニケーション支援者の派遣、育成など
しゅ  わ  つう やく しゃ　　　 は  けん　　　　　　　　　　かく く     　 ほんちょうしゃ　　　　　はい  ち

 よう やく ひっ  き   しゃ

  もう　　　　　しゃ  む　   　つう やく　　　かい じょ いん

 だい ひつ　　　だい どく   し  えん しゃ

● 手話通訳者（派遣のほか、各区・本庁舎にも配置）　
● 要約筆記者
● 盲ろう者向け通訳・介助員　
● 代筆・代読支援者

千葉市が取り組んでいくこと
ち     ば    し　　　　 と　　　　　く

し　　　 じっ   し　　　　　　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   えん

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

ひょう げん 　　　　さ

かつ   よう

●あいまいな表現を避ける
特にASDは、言葉をそのまま受け取っ
てしまう特性があります。あいまいな
表現は避け、名前や数字、行動を具体
的かつシンプルに伝えます。絵図を使
うのも効果的です。

とく　　　エーエスディー　　　　こと  ば　　　　　　　　　　　　　う       　と

　　　　　　　　　　とく せい

ひょうげん　　　さ　　　　　　な   まえ　  　すう  じ    　　こう どう　    　ぐ   たい

てき　　　　　　　　　　　　　　　　　  つた　　　　　　　　　　 え    ず　      つか

　　　　　　　こう  か  てき

●チェックリストやマニュアルを活用
ルールや伝えたいことをリストやマ
ニュアルに書き出すなど、注意点を見
える化する工夫を。

　　　　　　　　　　　つた

　　　　　　　　　　　　　か　　　　だ　　　　　　　　　 　ちゅう い  てん　      み

　　　　　 か　          　く  ふう

●言葉をかけるときは「ちょっと」「適当に」などのあいまい
な表現や遠回しな言い方は避け、簡潔、具体的にしましょう。
●「○○したらだめです」という否定的な言い方ではなく、「△
△してほしい」のように具体的にどうしてほしいのか伝える
ようにしましょう。
●突発的な変更が苦手な傾向にあります。予定外や予想外の出
来事を前にすると、パニックになってしまいがちですが、状
況を詳しく説明することで、見通しが立てられ、落ち着くこ
とができます。

こと   ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てき とう

     ひょうげん　　　とお まわ　　　 　　い　   　かた   　　さ　   　　　かん けつ  　　ぐ  たい てき

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ てい てき   　　い   　　かた

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ  たい てき　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　つた

とっ ぱつ てき  　　へん こう　  　にが  て　   　けい こう　　　　　　　　　　 　　　　　よ  てい がい　　　 よ  そう がい   　　で

 き  ごと  　　まえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょう

きょう　　くわ　　　　 　せつ めい　　　　　　　　　 　　　　　　み  とお　　　　　　た　                  　　　お    　　つ

●強い口調や否定するような言葉遣いは避け、優しくゆっ
くりと話しかけて安心感を与えるようにしましょう。
音や視線がストレスになることもあるので、静かな落
ち着ける場所に移動するのも効果的です。
●ストレスにより、気持ちが落ち込んだり不安定になる
ことがあります。本人のペースに合わせたやりとりを
心がけ、十分に休憩を取るなどの心遣いが重要です。

 つよ　　 　く ちょう　　　ひ てい　                       　　　 こと  ば   づか         　　さ　　　　　やさ

　　　　　 　　はな　 　　　　　　　　　あん しん  かん　　　あた

おと　 　　し  せん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しず　 　　　　お 

   　　つ        　　　ば しょ　　 　い  どう　            　　　　こう か  てき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き   も　        　　お     　　こ              　　　ふ   あん  てい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほん にん　                     　　　　あ

こころ　   　　      じゅうぶん　 　きゅうけい　　  と　                　　　こころづか　   　　じゅうよう

こんな支援や
思いやりが助かります

　　　　　　　　　し    えん

おも          　　　　　　　　 たす

こんな支援や思いやりが助かります
し    えん　　　 おも　  　　　　　　　　　　 たす

千葉市　障害者向けサービス 検索
けん  さくち   ば   し　　　しょうがいしゃ む

統
合
失
調
症
や
気
分
障
害（
双
極
性
障
害
、う
つ
な

ど
）、パ
ニ
ッ
ク
障
害
や
強
迫
性
障
害
と
い
っ
た
精
神

疾
患
が
原
因
で
、
社
会
生
活
に
困
難
を
き
た
す
障
害

で
す
。周
囲
の
音
や
光
、人
の
視
線
な
ど
に
対
し
て
強

い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
幻
聴
や
幻
視
と
い
っ
た

幻
覚
症
状
が
強
く
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、脳
の
損
傷
に
よ
り
起
こ
る
高
次
脳
機
能
障
害

も
精
神
障
害
の
一
つ
。高
次
脳
機
能
障
害
に
は
、
言
葉

が
う
ま
く
出
て
こ
な
い
失
語
症
や
、
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
障
害
で
あ
り
、
周
囲

の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
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コミュニケーションのこつ

●時間や場所を変える
うまくコミュニケーションが取れない
ときは、時間や場所を変えてみるのも
効果的です。

●傾聴する
相手のペースに合わせ、共感しながら
耳を傾けましょう。

●端的かつ具体的に伝える
誤解を与えないよう、端的かつ具体的
に伝えましょう。

じ    かん　    　　ば    しょ       　　か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　  

　　　　　　         じ  かん　　 　ば しょ　　   か　　　

こう  か  てき

けい ちょう

あい  て　　               　　　　　　あ　        　　　　きょうかん

 みみ　　　かたむ

たん  てき　　　 　　　　ぐ    たい   てき　   　　つた

ご  かい　　　あた　　 　　　　　　　　 　　　　たん てき       　　　ぐ   たい てき

       つた

あ
と

５
分
で

バ
ス
が

来
ま
す
よ
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ま
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り
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話
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が

気
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て…
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制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ P5-6

● 口の動きや表情が分かるよう、マス
クを外して、ゆっくり、はっきり、
正面から話しかけてください。

● 補聴器をつけている人には、大声で
話さないようにしましょう。

● 筆談する際は横書きで短い言葉を
使い、日時は具体的に。敬語は使い
すぎないようにしましょう。

聴覚に障害のある人への
心遣い

障害のある人のコミュニケーション支援について、千葉市として取り組んでいくことを紹介します。
しょうがい　　　　　　　　 ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   えん　　　　　　　　　　　　　　 ち    ば     し　　　　　　　　　 と　      　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう かい

おも　　 　し  みん  　　おお    　　り   よう        　　こう きょうし   せつ                          まど ぐち　　　　　 せっきょくてき 　　 こえ　　　　　　　　みみ 　　　　　　　　　　けいしゅつ

ひつ だん たい おう　　　　　　　　         　　　しょくいん 　　そっ せん　       　　し  えん   　　と　     　く　　　　　　 し  みん      　じ ぎょうしゃ　  　たい       　　しゅう ち　    　けい

はつ   　 おこな

こう  きょう   し    せつ　　　　　　　けい  はつ

こうきょうし  せつ  　　 がっ こう 　　　　　　　　　　　　　　　こう えん  　　こう  ざ　　　　　　　　　　　き ぎょう　　 だん たい 　　　　 　　　　　　　　い  らい   　　もと

けんしゅう　　　　　　　じっ  し  　　　　　　　　　　　　 　　　　し   い  がい　 　 かつ どう しゅ たい  　  けんしゅうかい さい 　　　　　  　　し  えん

まな        き  かい　 　ていきょう 　　つと

まな　       　き   かい    　　てい  きょう

障害の特性に応じたコミュニケーション手段を適切に使用して、市政に関する情報を発信す
るとともに、行政手続きに情報機器などを活用するとき（オンラインでの手続きほか）は、機
器の利用の支援や、代替手段の確保など、障害の特性に配慮した取組みを進めます。

しょうがい 　　とく せい   　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 しゅ だん　　　てき せつ　　　　し  よう　　　　　　　　し　せい　　　かん　       　じょうほう　　 はっしん

　　　　　　　　　　　　　　ぎょうせい  て  つづ　　　　　じょうほう  き   き　　　　　　　　かつ よう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　つづ　　　　　　　　　　　　　   き 

  き　　　　り  よう 　　　し  えん  　  　　　だい たい しゅ だん　　　かく ほ　　　　　　　　しょうがい 　 　とく せい  　　はい りょ　       　 とり  く          　　すす

しょう  がい　　  　とく   せい　  　　おう           　　じょう ほう はっ  しん

くち　       うご        　　　ひょうじょう　    　わ

               はず

しょう めん　         　　はな

  ほ  ちょう き　　　　　                      　　　　　ひと　　           　おお   ごえ 

はな

ひつ  だん　        　　　さい　 　　よこ    が　          　　みじか   　　こと    ば

 つか         　　　にち   じ       　　ぐ    たい   てき     　　　けい   ご      　　つか

ほ ちょう き　　　   し  かく しょうがいしゃ よう かく だい どく しょ  き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し  えん　                    　よう  ぐ  　　きゅう ふ

　　　　　　　　あん ぜん  　　あん しん　　　　　　　　　　でん   わ

  　　　　　　　さい がい   じ  きんきゅうじょうほうはい しん

　　　　　　　　　　　　　さい がい かん れんじょうほう 　　はっ しん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ

さい　がい    じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　し    えん

ちょう  かく　　　　しょう  がい　                   　　ひと

　　　　　　　　　　　　　こころ  づか

ほ  そう   ぐ　　にちじょうせい かつ よう   ぐ　    きゅう ふ

さい がい　  　　ひ  なん       　　　　　じょうほう はい しん

市が実施している主なコミュニケーション支援

公共施設での啓発
主に市民が多く利用する公共施設などで、窓口での積極的な声かけや耳マークの掲出、
筆談対応など、まずは職員が率先して支援に取り組み、市民や事業者に対する周知や啓
発を行います。

学ぶ機会の提供
公共施設や学校などにおける講演や講座、または企業や団体などからの依頼に基づいて、
研修などを実施します。また、市以外の活動主体の研修開催などを支援することによって、
学ぶ機会の提供に努めます。

障害の特性に応じた情報発信

災害時のコミュニケーション支援
災害が発生した際には、障害のある人の生命と安全を守るため、情報を速やかに、
かつ正しく理解できるよう、障害の特性に応じたコミュニケーション手段を使って
発信します。また、様々な人が集まる避難所などにおいても障害者の円滑なコミュ
ニケーションが図られるよう、障害の特性に応じた支援の充実に努めます。

さい がい　　　はっ せい　　　 　　さい             　　しょうがい　            　　ひと  　　せい めい　　　あん ぜん　　　まも　　　　　　 　　　じょうほう　　  すみ

　　　　　ただ  　　　　　り  かい　　　　　　　　　　　　　　　しょうがい　　　とく せい　　　おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ だん　　　つか

はっ しん　　　　　　　　　　　　　　　　　 さま ざま　　  ひと　  　あつ          　　ひ なん じょ　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうがい  しゃ 　　 えん かつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　はか　　　　　　　　　 　　　　　しょうがい　 　とく せい　　　おう       　　　し　えん　 　じゅうじつ　 　つと

あ
い
ま
い
な
表
現
は
避
け
、具
体
的
か
つ

シ
ン
プ
ル
に
。「
見
え
る
化
」も
有
効

発達障害
のある人

接
し
方
だ
け
で
な
く

環
境
に
も
配
慮
を

精神障害
のある人

発
達
障
害
と
は
、
脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す

る
障
害
で
す
。物
事
の
特
徴
的
な
と
ら
え
方
か

ら
、
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
特
性
が

見
ら
れ
、
得
意
と
不
得
意
の
差
が
大
き
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。周
囲
が
適
切
な
支
援

を
す
る
こ
と
で
、
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
活

躍
し
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。「
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
（
A
S
D
）」「
注
意
欠
如
多
動
性
障
害

（
A
D
H
D
）」「
学
習
障
害（
L
D
）」な
ど
が
あ
り
、

複
数
の
特
性
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
発
達
障
害
の
特
性
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
診
断
基
準
に
満
た
な
い
」、
い
わ
ゆ
る
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
人
た
ち
へ
の
支
援
も
重
要
で

す
。特
性
に
応
じ
た
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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は
い   

り
ょ

はっ たつしょうがい

　　　　　　　　ひと

せい しん しょうがい

　　　　　　　　ひと

補装具･日常生活用具の給付
補聴器や視覚障害者用拡大読書器などの
コミュニケーション支援のための用具を給付

災害や避難などの情報配信サービス
「ちばし安全・安心メール」「電話･FAX
による災害時緊急情報配信サービス」
などにより、災害関連情報を発信
サービスについて詳しくは、

し  えん しゃ　　　は  けん　　いく せい

コミュニケーション支援者の派遣、育成など
しゅ  わ  つう やく しゃ　　　 は  けん　　　　　　　　　　かく く     　 ほんちょうしゃ　　　　　はい  ち

 よう やく ひっ  き   しゃ

  もう　　　　　しゃ  む　   　つう やく　　　かい じょ いん

 だい ひつ　　　だい どく   し  えん しゃ

● 手話通訳者（派遣のほか、各区・本庁舎にも配置）　
● 要約筆記者
● 盲ろう者向け通訳・介助員　
● 代筆・代読支援者

千葉市が取り組んでいくこと
ち     ば    し　　　　 と　　　　　く

し　　　 じっ   し　　　　　　　　　　　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   えん

主なコミュニケーション手段など
おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ  だん

ひょう げん 　　　　さ

かつ   よう

●あいまいな表現を避ける
特にASDは、言葉をそのまま受け取っ
てしまう特性があります。あいまいな
表現は避け、名前や数字、行動を具体
的かつシンプルに伝えます。絵図を使
うのも効果的です。

とく　　　エーエスディー　　　　こと  ば　　　　　　　　　　　　　う       　と

　　　　　　　　　　とく せい

ひょうげん　　　さ　　　　　　な   まえ　  　すう  じ    　　こう どう　    　ぐ   たい

てき　　　　　　　　　　　　　　　　　  つた　　　　　　　　　　 え    ず　      つか

　　　　　　　こう  か  てき

●チェックリストやマニュアルを活用
ルールや伝えたいことをリストやマ
ニュアルに書き出すなど、注意点を見
える化する工夫を。

　　　　　　　　　　　つた

　　　　　　　　　　　　　か　　　　だ　　　　　　　　　 　ちゅう い  てん　      み

　　　　　 か　          　く  ふう

●言葉をかけるときは「ちょっと」「適当に」などのあいまい
な表現や遠回しな言い方は避け、簡潔、具体的にしましょう。
●「○○したらだめです」という否定的な言い方ではなく、「△
△してほしい」のように具体的にどうしてほしいのか伝える
ようにしましょう。
●突発的な変更が苦手な傾向にあります。予定外や予想外の出
来事を前にすると、パニックになってしまいがちですが、状
況を詳しく説明することで、見通しが立てられ、落ち着くこ
とができます。

こと   ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てき とう

     ひょうげん　　　とお まわ　　　 　　い　   　かた   　　さ　   　　　かん けつ  　　ぐ  たい てき

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ てい てき   　　い   　　かた

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ  たい てき　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　つた

とっ ぱつ てき  　　へん こう　  　にが  て　   　けい こう　　　　　　　　　　 　　　　　よ  てい がい　　　 よ  そう がい   　　で

 き  ごと  　　まえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょう

きょう　　くわ　　　　 　せつ めい　　　　　　　　　 　　　　　　み  とお　　　　　　た　                  　　　お    　　つ

●強い口調や否定するような言葉遣いは避け、優しくゆっ
くりと話しかけて安心感を与えるようにしましょう。
音や視線がストレスになることもあるので、静かな落
ち着ける場所に移動するのも効果的です。
●ストレスにより、気持ちが落ち込んだり不安定になる
ことがあります。本人のペースに合わせたやりとりを
心がけ、十分に休憩を取るなどの心遣いが重要です。

 つよ　　 　く ちょう　　　ひ てい　                       　　　 こと  ば   づか         　　さ　　　　　やさ

　　　　　 　　はな　 　　　　　　　　　あん しん  かん　　　あた

おと　 　　し  せん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しず　 　　　　お 

   　　つ        　　　ば しょ　　 　い  どう　            　　　　こう か  てき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き   も　        　　お     　　こ              　　　ふ   あん  てい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほん にん　                     　　　　あ

こころ　   　　      じゅうぶん　 　きゅうけい　　  と　                　　　こころづか　   　　じゅうよう

こんな支援や
思いやりが助かります

　　　　　　　　　し    えん

おも          　　　　　　　　 たす

こんな支援や思いやりが助かります
し    えん　　　 おも　  　　　　　　　　　　 たす

千葉市　障害者向けサービス 検索
けん  さくち   ば   し　　　しょうがいしゃ む

統
合
失
調
症
や
気
分
障
害（
双
極
性
障
害
、う
つ
な

ど
）、パ
ニ
ッ
ク
障
害
や
強
迫
性
障
害
と
い
っ
た
精
神

疾
患
が
原
因
で
、
社
会
生
活
に
困
難
を
き
た
す
障
害

で
す
。周
囲
の
音
や
光
、人
の
視
線
な
ど
に
対
し
て
強

い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
幻
聴
や
幻
視
と
い
っ
た

幻
覚
症
状
が
強
く
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、脳
の
損
傷
に
よ
り
起
こ
る
高
次
脳
機
能
障
害

も
精
神
障
害
の
一
つ
。高
次
脳
機
能
障
害
に
は
、
言
葉

が
う
ま
く
出
て
こ
な
い
失
語
症
や
、
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
障
害
で
あ
り
、
周
囲

の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
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コミュニケーションのこつ

●時間や場所を変える
うまくコミュニケーションが取れない
ときは、時間や場所を変えてみるのも
効果的です。

●傾聴する
相手のペースに合わせ、共感しながら
耳を傾けましょう。

●端的かつ具体的に伝える
誤解を与えないよう、端的かつ具体的
に伝えましょう。

じ    かん　    　　ば    しょ       　　か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　  

　　　　　　         じ  かん　　 　ば しょ　　   か　　　

こう  か  てき

けい ちょう

あい  て　　               　　　　　　あ　        　　　　きょうかん

 みみ　　　かたむ

たん  てき　　　 　　　　ぐ    たい   てき　   　　つた

ご  かい　　　あた　　 　　　　　　　　 　　　　たん てき       　　　ぐ   たい てき

       つた

あ
と

５
分
で

バ
ス
が

来
ま
す
よ

　
　
　ふ
ん

  

き

相
談
室
へ

行
き
ま

し
ょ
う
か
？

そ
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い

周
り
の
話
し
声
が

気
に
な
っ
て…

ま
わ
　
　
　
は
な
　
ご
え

 

き
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制
作蜂谷 進

行石塚1校障害者コミュニケーション条例啓発パンフ 表4

　障害者のコミュニケーション支援に関係するマークです。
街中や公共交通機関などで見かけたら、思いやりを持って行動しましょう。

筆談で対応します。きこえない、
きこえにくい方はお申し出ください。

加曽利貝塚 PR大使
かそりーぬ

障害者に関する主なマーク

TEL：043-245-5175
FAX：043-245-5549
メール：shogaijiritsu.HWS
　　　　@city.chiba.lg.jp

耳マーク
きこえが不自由なことを表すと同
時に、きこえない人・きこえにく
い人への配慮を表すマークです。

手話マーク
手話を必要としている人を対象
に、手話で対応することなどを
示すマークです。

　　　　　　　　　　　しょうがい しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  し  えん  　　かん けい

まち なか　　　こうきょうこう  つう    き   かん　             　　　　み　　　　　　　　　   　　　 おも　　　　　　　　　　 も　　　　　　こう どう

みみ

盲人のための
国際シンボルマーク

もう じん

こく  さい

聴覚障害者標識
ちょうかくしょうがい  しゃ ひょうしき   

　　　　　　　　　　　ふ    じ    ゆう　　　　　　　　　　あらわ　　　　　どう

  じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと

　　  ひと　　　　　 はい りょ　　 あらわ

視覚障害者の安全やバリアフ
リーに考慮された建物、設備、
機器などに付けられています。

  し   かく しょう がい  しゃ 　　　 あん  ぜん

　  　　　　　　　こう りょ　   　　　　　　　たて  もの      　せつ   び

  き     き                   　　つ

「白杖 SOS シグナル」
普及啓発シンボルマーク

　　はくじょう

 ふ きゅうけい はつ

白杖を頭上50cm程度に掲げる
のは視覚障害者のSOSシグナル。
見かけたら積極的な声かけを。

はくじょう       ず じょう　　　　　　　　　てい   ど　　　 かか

                し  かくしょうがい しゃ

　み　　　　　　　　　　　せっきょくてき        こえ  

しゅ    わ　　　 ひつ   よう　　　　　　　　　　  　　　ひと　      　たい しょう

　　　　　しゅ    わ       　　たい   おう

しめ

聴覚障害があることを理由に、
免許に条件を付与されている人
が運転する車に付けるマーク。
見かけたら、思いやりのある運
転をお願いします。（幅寄せや割
り込みは禁じられています）

ちょうかく しょうがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り   ゆう      　

めん きょ　　　じょうけん　　　　ふ     よ                 　　　　　　　　ひと

　　　うん  てん 　 　　　　くるま    　　つ　

  み　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　                                　うん

 てん               ねが　                        　　　　　はば   よ　          　　わ

  　　　こ　     　　　きん

しゅ   わ

しょう   がい    しゃ　　　　　かん　　　　　　　 　おも

切り取って
ご利用ください

き　　　      と

　　　り     よう

お問い合わせ
と　　　　あ

千葉市障害者自立支援課
ち    ば     し　しょうがい  しゃ　じ    りつ　し    えん  か

ひつ だん　　　たい おう

                                 かた               もう　　　 で

か   そ   り  かい づか            たい  し

耳が不自由なことを表す
「耳マーク」です。

みみ　　　　　ふ      じ     ゆう　　　　　　　　　　　　　 あらわ

　　　　　　 みみ

千葉市　ヘルプマーク 検索
けん  さくち   ば   し

ヘルプマーク
がい  けん　　　　　　 　しょうがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

　　　　  えん じょ　　　はい りょ　　   ひつ  よう　

　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ち    ば

  し　     ちょうしゃ とう　　  はい   ふ

外見からは障害がわかりにくい人
が、援助や配慮を必要としている
ことを知らせるマークです。千葉
市の庁舎等で配布しています。

A4
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